東亜天文協会観測部月報 by unknown
Title東亞天文協會觀測部月報
Author(s)





















｝　幽　一　一　一　「　■　一　｛　　　　．　　’　一　． “　一　　　　　一　　一 一　一　L　　　■　　　『　　　一　一　　　置　皿　一　　．　　　ヒ 1
十月18一 21蒔30分1囎α∫’ 8 2．7 α7 3．9
19一 2255225 33 9．4 O．8 11．8
21 223024　0 15 10．0 0．7 14．3
22 223024　0 12 8．0 0．8 10．0
23 142342 53 26．5 0．8 33．1
23一 22300】5 13 7．4 0．55 13．5
25一 2225225 15 3．8 0．6 6．3



























































































?????（???????）?????（? ? ? ） ?????（ ? ? ? ） ????（? ? ? ?）
?????
?????
50
?????．「?
?????
????
??????（?????）
???
??
??????????????????
一
????
????
126　　　　　　畑伏畑會⑳榔服　　　　　天n　2“
ロ　　@　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　へ　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へへ
當に多い．但しいつれも先月の様な大群は出現しなかった様である・共れは各
槻測者によって差が甚だい事に依っても推知出來る．先月に現れた大群は来
だ相當な大さを示して，冠句から中ilコにかけて再び面上に現はれ，肉眼にも認
められた．中・央通話は7～8Hであった・刷れが本月中最も大きなものであっ
だらしい．
　南北南半球の比較　　　　津留　　木邊　　島崎　　沓掛
　　　　　梓∫　　　　　　　　　　67．7　　　　58．3　　　　40．8　　　　62．1
　　　　　4ヒ　　　　　　　　　　37．5　　　　42・3　　　　23．6　　　　43．9
　南北の比は，南1．00に封し北0．64であって，前月とは逆に，可なり南牛球に
多くなった．極端な高緯のものはIIS現しなかったが，低緯度のものは，25日爽
端に川現，昇差年に持ち越された一一・群であって，南3つ位と計られた．（沓揖，堀
田，阿部氏全部一・致す）
莫他，津留氏ぱスケッチ，阿1紙はdi・k全面のスケッチ，イ1餌氏は各市鮎
の緯度を報告された．文，堀田氏も一部の群に就て緯度の報告を寄せられた．
　訂正．天界211號，黒黙相川数表中，野村氏　9月IIEI　36は22
　　　　）A（3Fi　213捌慧，　，1：呉黒占書判輩明野〔表…tP，　21よ盈7氏　11月21］1’Ct　156・19「1　ld：143s
　　　　20日は91に訂1E．相封数導均も123と訂ll｛．
→（攣光星課（1938句こ12月）
　天候が不良であった爲めか・少し不ノ戊績らしい・共上未だ報告が出揃って居
らないのと，他の課の記」二の都合上，詳報は薄紫で獲噂する・
　來る3月頃極大の豫想されるミラ型の星の中で好位罎に来るものぱ
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時　期
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3月　ド旬
31」’F歪lJ
斗月中旬‘t
3月、1：句
極メ（光度（概略）　蓼　　汚
　　7．5
　　5．5　　国光：範園少，槻測tよ熟練者向き
　　7．5　　！」・ロ握～向き
　　斗．0　　豫想極大期不確實，熟練者向き
　　7．0
　　　　　　　　　　　　（以上　木邊）
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涛遊星面課月報　（L2，1　JJ）
　木枯吹く寒夜，冴え返る星辰に1捌凝しるまs，望遠鏡を引出し，ちし“こまる
乎にラツクビニオンを操って．やっと下野に入る星々の姿が鹸りにも悪いのに
驚く程，冬夜の氣流状態は悪いのが常例で，稀に良いコンディシオンicも打つ
かるが，共れが除りにも妙い・
　當課も，3一斗月のシ1イング轄換期迄は，例年通り冬眠を績ける・その代り
冬眠から覧むれば，」Iしや火星｝よ，15年振りの大接近のプ・・1グを奏でつつ・
日一一　Hと接近の歩を進めて來てるるから，直ちに敬闘準備に取りかsらねばな
らない．今年は，火星探究の急先鋒たる，京都の前田，九州｛1’F築の渡邊興野が
名恐の慮召に火星観測スタッフが昔しく弱くなったので，勢ひ，一．一昨年度及
1935年度の接近の際，観測に加はつて下さった方々は勿論，新観測者の進出を
大手を披げて大敷回する次弟である．
　観測のプランは1937年度と大差はなV・が，より以上骨盤を期し度く思ってみ
る．詳細は號を追って逐次獲表の豫定．何しろ硯直裡2斗秒（と云へば，木星の
親直径の約三分強）と云ふ大きさになるし，先年來は淡いデリケ1トな帯地の
多い北牛球を見せてみた火星がノト度は濃い，ダイナミックな模様と著しい色彩
を呈する南牛球を見せる様になってくるのだから，是非共小口裡も総動員して
観測に從って頂き度い・猫ほ，観測についての詳細は，「’観測手引」欄に，號を
追ひ記して行く廓になってゐます．
　1938年度の木星土星及金星の見取圃は，熊本市の津留繁雄氏（13糎反射鏡使
用），鹿兄島市の坂上務氏（101魯1反射使用），及大分縣・1砕1｛∫の中野繁氏（10糎反
射使用）の3氏から可成多量に報告を頂いてみる．これは整理の上・次號に畿
表する事：にします．（伊達）
　　　　　　　　　　　山本呼線の銀婚覗宴
　去る1月2日，本丁長山本一清博：士夫妻は折から京都滞在巾の南米ペル1國
前総理大臣Riva　Aguero博士を撒迎慰冠する晩餐會を近江のビワコホテルで
催され，本會員藤非善助氏，古田悦戴氏等京津地方の諸名士をも招待されたが，
三々吉田氏の害意により之れは山本博士の銀婚の朔ひをも兼ねられ・盛會であ
った．
